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中
核
病
院
と
し
て

　
　

地
域
医
療
を
支
え
る

　

泉
州
南
部
で
１
５
０
床
以
上
の
規
模
を

も
つ
病
院
は
、貝
塚
市
、泉
佐
野
、阪
南
市

の
３
市
立
病
院
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

の
中
核
病
院
と
し
て
、
が
ん
や
成
人
病
に

対
す
る
専
門
治
療
、

救
急
医
療
や
小
児
医

療
な
ど
、
一
般
の
民

間
病
院
で
は
困
難
な

医
療
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。
大
阪
府
医
療

対
策
協
議
会
は
、
４

病
院
の
統
合
と
独
立

行
政
法
人
化
を
「
１

０
０
億
円
の
地
域
医

療
再
生
臨
時
特
別
交

付
金
を
活
用
し
て
推

進
す
る
」
と
し
て
い

ま
す
が
、計
画
は「
地

域
医
療
の
再
生
」
ど

こ
ろ
か
医
療
崩
壊
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い

重
大
な
内
容
で
す
。

市立貝塚病院

一般病床数249床、診療科11科
医師数45人　　　　　　　 　

市立泉佐野病院

一般病床数348床、診療科21科
医師数96人　　　　　　　 　

阪南市立病院

一般病床数185床、診療科13科
医師数11人　　　　　　　 　

府立泉州救命救急センター

病床数30床（うちICU８床）、医師
・看護師及び医療技術員等100人　

大阪府が４病院の統合を計画
「
泉
州
南
部
の
地
域
医
療
を
守
れ
！
」と

住
民
宣
伝
・
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

大
阪
自
治
労
連
・
堺
阪
南
地
区
協
議
会

大
阪
自
治
労
連
・
堺
阪
南
地
区
協
議
会

　

「
大
阪
府
が
泉
州
南
部
地
域
の
公
立
４
病
院
を
経
営
統
合
・
再
編
」

９
月
２
日
付
の
新
聞
に
突
然
報
道
さ
れ
た
公
立
病
院
の
大
リ
ス
ト
ラ
計

画
に
、
医
療
の
職
場
と
、
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

「
自
治
体
病
院
つ
ぶ
し
は
許
さ
な
い
」
と
大
阪
自
治
労
連
・
堺
阪
南
地

区
協
議
会
は
、
地
域
医
療
を
守
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
住
民
に
ビ
ラ

を
配
布
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
と
り
く
み
ま
す
。

入
院
が
制
約
さ
れ

　
　

診
療
科
の
縮
小
も

　

計
画
案
に
よ
る
と
、
統
合
に
よ
り
４
病

院
で
８
１
２
床
あ
る
ベ
ッ
ド
数
が
約
７
０

０
床
ま
で
減
ら
さ
れ
、
入
院
加
療
を
必
要

と
す
る
患
者
さ
ん
の
入
院
が
制
約
さ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
「
３
つ
の
市
立
病
院
機
能
の

重
複
を
避
け
る
」
と
し
て
診
療
科
ま
で
縮

小
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
住
民
は
必
要

な
時
に
受
診
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
遠

く
の
病
院
に
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
す
。
病
院
統
合
で
医
師
不
足
が

解
消
す
る
保
障
も
な
く
、
逆
に
現
在
の
医

師
の
確
保
さ
え
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。

　

市
民
か
ら
は
「
通
院
は
今
ま
で
通
り
で

き
る
の
か
」「
災
害
や
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
対
応
は
ど
う
な
る
の
か
」
と
不

安
の
声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

住
民
に
説
明
も
な
く

　
　

一
方
的
に
計
画

　

こ
れ
だ
け
の
重
大
な
問
題
を
も
つ
病
院

統
合
を
、
大
阪
府
は
住
民
に
説
明
も
せ

ず
、
10
月
中
に
も
計
画
を
ま
と
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
大
阪
自
治
労
連
医
療
部
会

の
池
尾
部
会
長
は
「
国
と
大
阪
府
の
責
任

放
棄
は
許
さ
な
い
。
泉
州
の
公
立
病
院

が
、
住
民
の
い
の
ち
と
地
域
を
守
る
役
割

を
発
揮
す
る
よ
う
に
、
多
く
の
み
な
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
み
た
い
」
と
決

意
を
語
り
ま
す
。

　

大
阪
自
治
労
連
は
、
９
月
29
日
に
学
習

決
起
集
会
を
開
き
、
住
民
宣
伝
や
ア
ン
ケ

ー
ト
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
思
統
一
。

「
泉
州
南
部
の
地
域
医
療
を
守
る
会
（
仮

称
）
準
備
会
」
を
発
足
さ
せ
、
全
力
で
運

動
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
自
治
労
連
堺
阪
南
地
協
が
開
催
し
た
学
習
決
起
集

会
で
は
、
地
域
医
療
を
守
る
た
め
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
（
９
月
29
日
・
貝
塚
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

大阪自治労連が作成した
住民宣伝ビラ

　民主党が総選挙のマニフェストでかかげた主要政策の一つ。中学生以下の子ども１人当たり月額２万6000
円を支給する制度です。子育ての経済的負担を軽減することが趣旨ですが、配偶者控除廃止とのセットで負
担増となる世帯も出てきます。来年度実施をめざし次期通常国会で審議される予定です。

今月のキーワード今月のキーワード
子ども手当

　旧「政府管掌健康保険」（政管健保）は昨年2008年10月、国の運営から切り離され、新設された「全国健
康保険協会」（協会けんぽ）に移行しました。従来保険料は全国一律8.2％（労使折半）でしたが、今年９月
（10月支払い分）から都道府県ごとに異なる保険料となります。医療費がかかるほど負担が重くなるしくみ
です。

今月のキーワード今月のキーワード
協会けんぽ保険料

　

大
阪
市
の
南
港
に
あ
る
Ｗ
Ｔ
Ｃ
（
ワ
ー
ル
ド
ト
レ

ー
ド
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
）
は
、
埋
立
地
に
建
つ
超
高
層

ビ
ル
で
、
防
災
面
で
は
危
険
な
建
造
物
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
橋
下
知
事
は
「
災
害
時
に
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

施
設
を
現
在
の
府
庁
新
別
館
に
置
く
」
と
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
場
所
に
配
置
で
き
る
職
員
数
は
少
な

く
、
大
災
害
に
対
応
で
き
る
体
制
は
と
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
知
事
は
「
Ｗ
Ｔ
Ｃ
移
転
が
一
番
安
上
が

り
」
と
も
言
っ
て
い
ま
す
が
、
職
員
の
通
勤
費
の
増

大
や
、
通
勤
時
間
の
延
長
（
往
復
で
40
分
延
長
）
に

伴
う
コ
ス
ト
増
は
計
算
に
入
れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
「
府
庁
移
転
で
大
阪
再
生
」と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

中
身
は
破
綻
し
た
大
型
開
発
の
焼
き
直
し
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。
府
庁
の
Ｗ
Ｔ
Ｃ
へ
の
移
転
を
、
世
論
の
力
で

ふ
た
た
び
否
決
に
追
い
込
み
ま
し
ょ
う
。

府民施策を切り捨て府民施策を切り捨て
大型開発をねらう橋下府政大型開発をねらう橋下府政

危険、コスト高、不便…危険、コスト高、不便…
問題ばかりのＷＴＣ移転案問題ばかりのＷＴＣ移転案

　岸和田市職労と大阪自治体問題研究所が、11月の市長
選に向けて市政白書を発行しました。民主市政から現在
の自民党市政に替わってからの住民のくらしや市政の実
態を、ヒアリング調査などをもとに分析しています。定
価800円＋税。お問い合わせは岸和田市職労まで。

　大阪の泉州地域に発生したアスベスト被害の実態を告
発した本です。「アスベスト惨禍を国に問う」というタ
イトルでかもがわ出版から発刊。ノンフィクション作家
・柳田邦男さんも「この本は安全な社会づくりへの道標
だ」と推薦しています。定価1000円＋税。

地
盤
の
弱
い
埋
立
地
に
建
つ
超
高
層
の
Ｗ
Ｔ
Ｃ
ビ
ル

地
盤
の
弱
い
埋
立
地
に
建
つ
超
高
層
の
Ｗ
Ｔ
Ｃ
ビ
ル

岸和田市職労が市政白書を発行岸和田市職労が市政白書を発行

大阪･泉南地域のアスベスト被害を告発大阪･泉南地域のアスベスト被害を告発

　前月号の大阪自治労連定期大会へのメッセージ紹介で、枚方市長の名前に誤
りがありました。おわびし訂正させていただきます。（敬称略）
（正）枚方市長　竹内　脩

お
わ
び

と
訂
正


